










― 主観的イメージテストの予測力を中心として ― 




第 1 章 イメージ能力の個人差研究の意義 
 第 1 節 イメージとは何か 
 第 2 節 イメージの機能の本質 
第 3 節 イメージ能力の個人差  
第 4 節 イメージ質問紙テストの問題点  
第 5 節 イメージ能力の個人差研究の意義  
第 2 章 イメージ能力の個人差と認知 ― 研究の展望 ― 
 第 1 節 生 理 
 第 2 節 知 覚 
 第 3 節 学習・記憶 
 第 4 節 想 起 
 第 5 節 思 考 
 第 6 節 社会的過程 
 第 7 節 研究展望の総括 
第 3 章 本研究の課題と方法  
第 1 節 本研究の課題  
第 2 節 Kosslyn のイメージモデル  
第 3 節 本研究の方法  
第 4 節 イメージ能力の発達と起源  
第 5 節 本研究の研究一覧とイメージテスト  
第Ⅱ部 実験・調査編 
第 4 章 知覚領域における研究 
 第 1 節 イメージ能力の個人差と心的回転の研究（研究 1） 
 第 2 節 イメージ能力の個人差と心的大きさ比較の研究（研究 2）  
 第 3 節 イメージ能力の個人差とイメージ生成における大脳半球差の研究（研究 3） 
 第 4 節 イメージ能力の個人差と漢字字形素統合課題の研究（研究 4） 
 第 5 節 イメージ能力の個人差と知覚的プライミング効果の研究（研究 5） 
 第 6 節 イメージ能力の個人差と大域・局所処理の研究（研究 6） 
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第 5 章 学習・記憶領域における研究 
第 1 節 イメージ能力の個人差と記憶法の研究（研究 7）  
第 2 節 イメージ能力の個人差と散文の記憶の研究（研究 8）  
第 3 節 イメージ能力の個人差と比喩理解の研究（研究 9）  
第 6 章 応用領域における研究 
第 1 節 イメージ能力の個人差と末梢皮膚温の制御の研究（研究 10）  
第 2 節 イメージ能力の個人差とジェスチャーの発現頻度の研究（研究 11）  
第 3 節 イメージ能力の個人差と想像反応傾向の研究（研究 12）  
第 4 節 イメージ能力の個人差と自閉症スペクトラムの研究（研究 13）  
第 7 章 児童のイメージテストに対する反応の特徴 
    ― 大学生との比較を通して ―（研究 14） 
 第 1 節 児童へのイメージ質問紙テストの施行 
 第 2 節 児童と大学生のイメージテスト得点の比較 
 第 3 節 性 差 
 第 4 節 イメージテスト間の相関 
 第 5 節 イメージテスト得点の分布 
  第 6 節 鮮明性テスト QMI と VVIQ の比較 
 第 7 節 イメージテストに対する児童の反応の特徴のまとめ 
第 8 章 イメージテストの予測力のまとめと機序の抽出   
 第 1 節 客観的テスト 
 第 2 節 鮮明性テスト 
 第 3 節 統御性テスト 
 第 4 節 常用性（表象型）テスト 
 第 5 節 没入性テスト 
第Ⅲ部 考察編 
第 9 章 イメージテストが測っているものとその機序 
 第 1 節 客観的テストについて 
 第 2 節 鮮明性テストについて 
 第 3 節 統御性テストについて 
 第 4 節 常用性（表象型）テストについて 
 第 5 節 没入性テストについて 
 第 6 節 イメージ能力の機序のまとめ 
第 10 章 イメージ能力の発達と起源 
 第 1 節 イメージ能力の発達 
 第 2 節 イメージ能力の個人差の起源 
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第 11 章 主観的イメージテストの有用性と残された問題 
 第 1 節 主観的イメージテストの有用性 
 第 2 節 残された問題 
 第 3 節 おわりに 
引用文献 
付録 A イメージテスト 
付録 B 児童用イメージテスト 
付録 C 材 料 
 
［要 約］ 



















































 第Ⅱ部 実験・調査編：筆者が手がけた 13 テーマの研究を，最初に知覚領域（第 4 章），





研究 5「知覚的プライミング効果の研究」，研究 6「大域・局所処理の研究」。 
第 5章「学習・記憶領域における研究」では，イメージ能力の個人差との関係が以下の
テーマについて取り上げられた。研究 7「記憶法の研究」，研究 8「散文の記憶の研究」，
研究 9「比喩理解の研究」。  
第 6章「応用領域における研究」では，イメージ能力の個人差との関係が以下のテーマ





第 7章「児童のイメージテストに対する反応の特徴 ― 大学生との比較を通して ―（研





















































 (1) 客観的テスト：空間イメージ操作能力を測る空間テストであることが結論された。 
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